
 

 

ページ 該当項目 ご意見の趣旨 福島区の考え方 

全体へのご意見 

全体  

地域の担い手の高齢化、町会への加入率の低

下など顕著になってきており、関係機関と連携

を取りながら具体的な取組を考えていってほ

しい。 

 本ビジョンでは、町会加入率の低下などによる地域の担

い手の減少、さらに担い手の高齢化などによる地域活動継

続への懸念に対し、関係機関や様々な主体と連携し地域福

祉活動への意識づけやきっかけづくりにより担い手づくり

を行っていくこととしています。また、町会加入率の低下な

どによる地域のつながりの希薄化に対しては、地域での支

え合い・助け合える「地域のつながりづくり」を推進するた

め、地域活動への支援や参加促進、町会加入促進などに取り

組んでいくこととしています。 

具体的な取組は、P56～58「（１）地域でのつながりづくり

と住民参加促進」、P66，67「「（））地域を支える人材づくり」

に記載しています。 

全体  

 グラフや表等、データーを示していて見やす

く作られているが、13 ページのグラフでは n

の標記が大文字と小文字が混同している。 

 P13 のグラフの「N」の表記について、「ｎ」に修正いた

します。 

全体  
 手話の普及がうまく広がっていないので取

り組みをお願いします。 

本市では、平成 28 年 1 月に「「大阪市こころを結ぶ手話言

語条例」が施行され、「「大阪市手話に関する施策の推進方針」

に基づき取組を進めているところです。本ビジョンでは、

P62【1．障がいのある人と共生する地域づくり】として、

まずは障がいへの正しい知識と理解を深めることを主な取

組みとしていますが、手話の普及につきましては、今後の取

組を進めるうえで参考とさせていただきます。 

 

https://www.city.osaka.lg.jp/fukushi/page/0000543427.html
https://www.city.osaka.lg.jp/fukushi/page/0000543427.html


「２ 福島区地域福祉をめぐる動向」に関するご意見 

9 

(３)障がい者の状況 

グラフ「障がい者手帳所持者数の推移

（人）」 

 9 ページ上のグラフには、身体障がいの区分

(視覚、聴覚、他)の内訳があるほうが良いと思

う。 

 Ｐ９のグラフについては、福島区における障がいのある

人の数の動向をお示しすることを目的として記載している

ことから、複数の障がいのある人の数の重複をできるだけ

最小限にするため、手帳の所持者数としています。 

20 

(７)各種調査結果からみる福島区の

状況 

〇令和 5 年度 大阪市こども・子育

て支援に関するニーズ等調査結果 

グラフ「問：お子さんの子育てや教育

について、気軽に相談できるところは

ありますか」 

＜子育てや教育について気軽に相談できると

ころの有無＞ 

有の場合の相談先について調査結果があれ

ばと思う。 

本ビジョンにおいては「「  取組の方向性」に関連する統

計やアンケート調査を「２ 福島区地域福祉をめぐる動向」

で簡潔に記載しております。 

有の場合の相談先など調査結果の詳細は、「大阪市こど

も・子育て支援に関するニーズ等調査結果（令和 5 年度実

施）「」で公表されています。 

 

「  取組の方向性 【基本目標１】」に関するご意見 

32 

(１) 身近な場所での相談体制の連携

強化 

【２．民生委員・児童委員及び主任児

童委員との連携】 

「入口になるような見守りや友愛訪問の活

動を強化し、子育ての支援として子育てサロン

などの活動に取り組む」と下線部を追加しては

どうか。 

 民生委員等については、Ｐ33に記載のとおり、地域の身

近な相談相手として様々な活動を行っています。相談できず

に困っている住民を具体的な相談に結び付ける入り口とな

る代表的な活動を例示し「「子育てサロンなど」と記載してい

ます。 

38 
(２)高齢者支援体制の推進 

【７．介護予防・健康づくり】 

介護予防教室は、区社会福祉協議会以外の事

業者も受託しているので、大阪市が委託した事

業者がとした方がよいと思う。 

 本ビジョンでは、区役所や関係機関、地域が今後取り組ん

でいく内容を「主な取組」として記載していることから、P38

【７．介護予防・健康づくり】では、保健福祉センターと区

社会福祉協議会、市社会福祉協議会のそれぞれの具体的な

取組を記載しています。 

https://www.city.osaka.lg.jp/kodomo/page/0000626372.html
https://www.city.osaka.lg.jp/kodomo/page/0000626372.html
https://www.city.osaka.lg.jp/kodomo/page/0000626372.html


42-43 

（ ）子育ての相談支援体制の充実と

連携強化 

【１．妊娠期からの切れ目のない相談

支援】 

【）．不登校支援】 

【６．スクールカウンセラーの配置】 

【７．こどもサポートネット】 

 福島区の医療機関では、小児科医が医療機関

間で連携を取り、不登校や発達障がいのサポー

トを行っており、不登校や発達障がいの対応検

討チームには医療機関も含めてほしい。 

 不登校や発達障がいなど子どもに関する個別の支援につ

いては、区役所や学校などの関係機関によるケース会議を

行っており、必要に応じて主治医等医療機関にも意見を求

めているところです。 

42 

（ ）子育ての相談支援体制の充実と

連携強化 

【１．妊娠期からの切れ目のない相談

支援】 

https://www.city.osaka.lg.jp/fukushi/page/00

00554915.html にある医療機関を、発達相談に

関してはどの相談窓口でも使用してほしい。 

 区役所における発達障がいにかかる相談について、医療

機関の紹介は、すべての窓口でご提示のリストを使用して

います。 

 

https://www.city.osaka.lg.jp/fukushi/page/0000554915.html
https://www.city.osaka.lg.jp/fukushi/page/0000554915.html

